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入学者受入れの方針　 Ａ Ｐ（ アド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シー）

◆求める 学生像（ 入学前に期待さ れる 学修内容）

博士前期課程修了後には， 卓越し た看護実践能力と 創造的な教育・ 研究能力を 駆使し て， 地域の看

護を リ ード する 高度な看護専門職と なる ために， 以下の資質を 備えた人を 求めます。

１ ． 幅広い基礎学力と 希望する 専攻分野の基礎知識を 有する 人

２ ． 豊かな人間性と 看護専門職と し ての高い倫理観を 有する 人

３ ． 明確な問題意識を 持ち ， 主体的に学習と 研究に取り 組める 自律し た人

４ ． 大学院修了後は保健・ 医療の場や大学等で看護を リ ード し ていく 志のある 人

５ ． 看護学の発展を と おし て社会に貢献する 意思を 有する 人

こ の方針に基づき ， 専攻する コ ースの教育を 受ける のにふさ わし い基礎知識と 応用力及び英語の基

礎学力を 備えた学生を 求めます。

◆入学者選抜の基本方針（ 評価方法と その扱い方）

前述の「 求める 学生像」 にふさ わし い学生を 選抜する ため， 次のと おり 入学者選抜試験を 行い， 審

査結果を 総合的に判断し 評価し ます。

筆記試験（ 英語， 専門領域問題）， 口述試験（ 面接）， 出願書類を 総合し て評価

求める 力（ 能力， 適性） を 対応表にし て記載し ています。

選抜方法
大学院で学ぶために必
要な基礎学力及び専門
的な知識

専攻領域での学習及び
研究を 遂行する ための
能力や資質

専攻領域に対する 明確
な志望動機や入学後の
研究意欲

筆記試験（ 専門領域） 〇

筆記試験（ 英語） 〇

口述試験（ 面接） 〇 〇

成績証明書 〇

研究志望書 〇

教育課程編成・ 実施の方針　 Ｃ Ｐ（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

１ ．  教育課程の編成の方針 

多様な選択ができ る よ う ， 看護学の全領域を 網羅的にカ バーし た ｢看護援助学｣ ｢看護管理学｣「 地

域・ 在宅看護学」 ｢母子看護学｣ ｢がん・ 成人看護学｣ ｢高齢者看護学｣「 がん看護 CN S」 ｢老人看護

CNS｣「 助産学」 の９ コ ースを 設置し ています。

２ ． 教育課程における 教育・ 学習方法に関する 方針 

１ ． 専門分野の看護学を 系統的に学び， 研究課題を 見出し ， 修士論文に繋げら れる よ う ， 専門分野

の「 特論２ 単位｣ ｢演習２ 単位｣ ｢看護学特別研究８ 単位｣ を １ セッ ト で必修と し ています。

２ ． 看護学の基盤を 成す ｢看護倫理｣ ｢コ ン サルテーショ ン 論｣ 等の科目を ｢基盤科目｣ と し ， 専

攻分野に関わら ず選択必修８ 単位を 課し ています。

３ ． 専攻し た分野以外にも ， 幅広い看護学の知見を 学べる よ う ，『 専門選択科目』 16 科目と 各専門

分野の ｢特論｣ ７ 科目を 設定し ています。
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４ ． 研究能力の向上を めざし ， 全員が ｢看護研究方法演習｣ で多様な研究方法の基本を 学んだ後に

修士論文に取り 組める よ う にし ています。  

３ ． 学修成果の評価の方針

１ ． 学修の成果は， シラ バスに記載さ れた学習目標， 成績評価基準に基づき ， 試験， レ ポート 等に

よ り 達成度を 評価し ます。

２ ． 学位論文審査は公開と し ， 知識・ 技能を 発展・ 活用でき る 能力の習得度によ っ て評価し ます。

３ ． 学生の学修成果等を も と に， 教育課程を 検証し ます。

＜医学系研究科看護学専攻（ 博士前期課程） 学位論文評価基準＞

医学系研究科看護学専攻（ 博士前期課程） における 修士論文の審査については， 以下の基準によ り

評価する 。

１ 　 基本要件

修士論文は， 学位申請者の単著と し ， 医学系研究科看護学専攻博士前期課程学位授与方針（ ディ

プロ マ・ ポリ シー） が求める 能力を 修得し たこ と を 示す， 明瞭かつ論理的に展開さ れている 論文で

なければなら ない。

２ 　 論文の構成

修士論文は， 次の要件を 満たす構成と する 。

１ ） 論文の題目が適切である 。

２ ） 研究の背景が記述さ れ， 研究の意義及び目的が明確である 。

３ ） 目的に沿っ た研究方法が明確かつ具体的に記述さ れている 。

４ ） 目的に対応し た結果がわかり やすく 提示さ れている 。

５ ） 得ら れた結果に基づき ， 矛盾や飛躍のない考察が記述さ れている 。

６ ） 結論が適切に導き 出さ れており ， 簡潔明瞭に記述さ れている 。

７ ） 引用文献が適切に用いら れている 。

３ 　 論文の評価内容

修士論文の内容は， 次のよ う な点において評価する 。

１ ） 看護学や看護実践の発展に貢献する 内容を 有する 。

２ ） 先行研究が十分に検討さ れ， 研究背景が系統的に示さ れている 。

３ ） 研究目的の設定や研究方法が適切である 。

４ ） データ ・ 資料などを 的確に収集し ， 妥当な分析を 行っ ている 。

５ ） 新し い知見の提示や独創的な提案等を 行っ ている 。

６ ） 文章表現が適当であり ， 首尾一貫し た論理展開になっ ている 。

７ ） 研究の全プロ セスにおける 倫理的配慮が適切になさ れている 。

卒業認定・ 学位授与の方針　 Ｄ Ｐ（ ディ プロ マ・ ポリ シー）

◆人材育成目標（ 社会における 顕在・ 潜在ニーズ， 卒業生が身につける べき 資質・ 能力）

豊かな人間性と 幅広い視野を 基盤と し て科学的な視点から 看護学の学識を 教授研究し ， 卓越し た看

護実践能力と 創造的な研究能力を 持つ人材の育成を 目的と し ます｡



－ 3 －

１ ． 看護援助学コ ース

　 ヘルスケアシステムにおいて質の高い看護援助を 提供する ために， 看護援助の理論と 科学的思考

力を 獲得し ， 新たな看護援助の開発ができ る 人材を 養成し ます。

２ ． 看護管理学コ ース

　 社会のヘルス･ニーズに対応し て， 最良の看護を 組織的に提供し ， 計画 ･ 組織化 ･ 支持 ･ 調整･ 統

制と いっ た諸活動を 展開でき る 人材を 養成し ま す。 日本看護協会認定看護管理者規程第21 条に定

める 実務経験を 有する 者は認定看護管理者認定審査の受験資格を 得る こ と ができ ます。  

３ ． 地域・ 在宅看護学コ ース

　 地域の人々の健康的な生活を 維持・ 増進する ための保健・ 医療・ 福祉の効果的連携や在宅療養者

の生活の質向上に向けて専門的看護が実践でき る 人材を 養成し ます。  

４ ． 母子看護学コ ース

　 ラ イ フ サイ ク ルと 生涯発達の視点に立っ て， 様々な健康状態にある 小児の特性， 妊産婦や子ども

の健康問題に関する 最新の知見， 母子保健施策を 通し て， 母子や家族の健全な発達を 支援でき る 人

材を 養成し ます。

５ ． がん・ 成人看護学コ ース

　 生命， 生活及び健康にと っ て重大な課題である がんや今日的な健康課題・ 健康障害について理解

を 深め， 看護に関連し た理論と 方法を 学び， 患者・ 家族のQOL 向上を めざ し た看護実践ができ る

人材を 養成し ます。

６ ． がん看護CNSコ ース 

　 がん患者と その家族のQOL 向上を 目指し た高度ながん看護実践能力・ 適切な倫理的判断力・  研

究的視点を 備えた看護専門職者を 養成し ます。 必須科目に加えて， 専門看護師の各分野に対応する

領域の科目， なら びに指定の科目を 履修する こ と によ り ， 課程修了後にがん看護専門看護師認定審

査の受験資格を 得る こ と ができ ます。

７ ． 高齢者看護学コ ース

　 高齢者や家族へのケアを コ ーディ ネート する こ と のでき る マネジメ ン ト 能力があり ケア開発の

でき る 人材を 養成し ます。

８ ． 老人看護CNSコ ース

　 老人看護分野において， 総合的な判断力と 組織的な問題解決力を 持っ て活動し ， 老人看護実践の

発展に貢献でき る 専門看護師（ CNS） を 養成し ます。

９ ． 助産学コ ース

　 自立し て正常な妊娠・ 分娩・ 産褥期のケアができ る 能力と 妊娠期から 分娩期， 子育て期まで継続

的に母子を 支援でき る 能力を も っ た助産師を 養成し ます。
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◆目標と し ての学修成果

原則と し て２ 年以上在学し ， 所定の単位（ 30単位以上） を 修得し ， かつ， 必要な研究指導を 受けて

修士論文を 提出し ， その審査に合格する こ と によ り  修士（ 看護学） の学位が授与さ れます。

そのためには， 以下の学習成果を 上げる こ と が求めら れます。

１ ． 修士論文の作成を と おし て， 体系的な研究方法を 身につけている こ と 。

２ ． 専攻し た看護学専門分野の高度な知識と 技術を 身につけている こ と 。

３ ． 組織的に問題解決を 図る ための総合的な判断力と リ ーダーシッ プを 身につけている こ と 。

　 社会人推薦入試は， 病院及び福祉施設等に勤務し ている 者が， 勤務先の長の推薦によ り 受験する 入

試制度です。

　 社会人推薦入試は， ２ 回（ 第１ 次募集は10月， 第２ 次募集は１ 月） 行います。

　 助産学コ ースでは社会人推薦入試は実施し ません。

１ 　 募　 集　 人　 員

　 看護学専攻博士前期課程　 若干人

２ 　 募集する教育研究コ ース

コ 　 ー　 ス

看 護 援 助 学 コ ー ス

看 護 管 理 学 コ ー ス

地 域 ・ 在 宅 看 護 学 コ ー ス

母 子 看 護 学 コ ー ス

が ん ・ 成 人 看 護 学 コ ー ス

高 齢 者 看 護 学 コ ー ス

老 人 看 護 Ｃ Ｎ Ｓ コ ー ス

３ 　 出　 願　 資　 格

　 令和７ 年４ 月１ 日現在で， 看護師， 保健師又は助産師の資格を 有し ， 次の①～⑨のいずれかに該

当する者で， 以下のＡ ．～Ｃ ．の条件を満たし ， 勤務先の長が責任を も っ て推薦でき る者と し ます。

　 なお， 勤務先の長（ 病院長・ 福祉機関の長・ 施設長等） が推薦し 得る人員は， 特に制限し ません。

Ａ ． 看護学分野への問題意識と 強い学習意欲を 有する者

Ｂ ． 高い看護実践能力を 有する者

Ｃ ． 合格し た場合は， 入学するこ と を 確約でき る者

①　 大学を 卒業し た者 

②　 学校教育法第104条第７ 項の規定により 学士の学位を 授与さ れた者

社会人推薦入試
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③　 外国において， 学校教育における16年の課程を修了し た者

④　 外国の学校が行う 通信教育における 授業科目を わが国において履修する こ と によ り， 当該外国

の学校教育における16年の課程を修了し た者

⑤　 我が国において， 外国の大学の課程（ その修了者が当該外国の学校教育における 16年の課程を

修了し たと さ れるも のに限る 。） を 有するも のと し て当該外国の学校教育制度において位置づけら

れた教育施設であっ て， 文部科学大臣が別に指定するも のの当該課程を修了し た者

⑤の２ 　 外国の大学その他の外国の学校（ その教育研究活動等の総合的な状況について， 当該外国

の政府又は関係機関の認証を 受けた者によ る 評価を 受けたも の又はこ れに準ずる も のと し て文部

科学大臣が別に指定するも のに限る 。） において， 修業年限が３ 年以上である課程を修了するこ と

（ 当該外国の学校が行う 通信教育における授業科目を我が国において履修するこ と により 当該課程

を 修了する こ と 及び当該外国の学校教育制度において位置付けら れた教育施設であっ て前号の指

定を受けたも のにおいて課程を修了するこ と を 含む。） により ， 学士の学位に相当する学位を 授与

さ れた者

⑥　 専修学校の専門課程（ 修業年限が４ 年以上である こ と その他の文部科学大臣が定める 基準を 満

たす者に限る。） で文部科学大臣が別に指定し たも のを 文部科学大臣が定める日以後に修了し た者

⑦　 文部科学大臣の指定し た者（ 昭和28年２ 月７ 日文部省告示第５ 号）

⑧　 学校教育法第102条第2項の規定により 大学院に入学し た者であっ て， 本学において認定試験を

行い， 本学大学院における教育を 受けるにふさ わし い学力があると 認めた者

⑨　 本学大学院において， 個別の入学資格審査によ り ， 大学を 卒業し た者と 同等以上の学力がある

と 認めた者で， 22歳に達し た者

【 例】（ 令和７ 年３ 月末日までに修了見込みの者を含む。）

１ ） 保健医療福祉機関等での実務経験が３ 年以上あり ， 研究発表等の実績がある者

２ ） 自治体， 看護協会， 学術団体， 大学等が主催する 看護分野の研修・ 講習会の受講時間の合

算が150時間程度または25日程度ある者

３ ） 認定看護管理者教育課程フ ァ ースト レ ベルを 修了し た者　 　 　

４ ） 訪問看護師養成講習会を 受講し た者

５ ） 実習指導者養成講習会を 受講し た者

６ ） 看護学校看護教員養成研修の課程を 修了し た者

７ ） 認定看護師の養成課程を 修了し た者

８ ） 保健師・ 助産師・ 養護教諭の養成課程を修了し た者

（ 注意） 上記⑧， ⑨によ っ て出願し よ う と する 者は， 事前に出願資格審査の説明を 行いますので，

第１ 次募集： 令和６ 年８ 月２ 日（ 金）， 第２ 次募集： 令和６ 年11月20日（ 水）までに医学部事

務部学務課大学院担当に相談し てく ださ い。
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提出書類 摘　 　 　 　 　 　 　 　 要

① 入 学 志 願 票 　 本要項添付の用紙に記入し てく ださ い。

② 受 験 票・ 写 真 票
　 本要項添付の用紙にそれぞれ氏名を 記入の上， 写真（ 上半身， 無帽， 正面

向き と し ，出願前３ か月以内に撮影し たも の） を 所定欄に貼付し てく ださ い。

③ 成 績 証 明 書

　 大学等の成績証明書で， 出身大学（ 学部） 等の長が作成し 厳封し たも のと

し ます。 本学を 卒業し た者は， 本学部内で発行手続を 行いますので提出を 要

し ません。

④ 卒 業 証 明 書

　 大学等の卒業証明書で， 出身大学（ 学部） 等の長が作成し 厳封し たも のと

し ます。 本学を 卒業し た者は， 本学部内で発行手続を 行いますので提出を 要

し ません。

⑤ 勤務先の長の推薦書
　 本要項添付の用紙を 使用し ， 勤務先の長（ 病院長・ 福祉機関の長・ 施設長

等） が作成し ， 厳封し たも のと し ます。

⑥ 研 究 志 望 書
　 看護研究のテーマ， 目的， 動機， 内容について， 本要項添付の用紙によ り

作成し てく ださ い。

⑦
入 学 検 定 料

振 込 金 証 明 書

　 入学検定料 30,000円

※災害等によ り 入学検定料免除の特例措置を 希望さ れる 方は， 事前に申請が

必要と なり ま すので， 本学ホームページ（ https://www.shimane-u.ac.jp） の

「 入試情報」 →「 お知ら せ」 →「 入学検定料免除について」 を ご確認く だ

さ い。

　 令和７ 年度島根大学「 入学検定料」 振込依頼書等用紙の所定欄に必要事項

を 記入し ， 銀行・ 信用金庫・ 農協等の金融機関（ ゆう ち ょ 銀行・ 郵便局を 利

用さ れる 場合は，「 通帳及び印鑑」 が必要です。 現金によ る 振込はでき ませ

ん。） で， 取扱期間中（ 第１ 次募集： 令和６ 年８ 月13日（ 火）～令和６ 年８ 月

４ 　 出　 願　 手　 続

⑴　 出 願 受 付 期 間

⑵　 出　 願　 方　 法

　 出願書類は一括し て提出し てく ださ い。 郵送の場合は， 必ず本学所定の封筒を 用い， 特定記録

郵便によっ て提出し てく ださ い。

　 なお， 出願に際し ては， あら かじ め志望するコ ースの担当教員に照会の上， 出願し てく ださ い。

⑶　 出願書類等提出及び照会先

〒693−8501　 出雲市塩冶町89−1

　 　 　 　 　 　 島根大学医学部事務部学務課大学院担当（ 出雲キャ ンパス）

　 　 　 　 　 　 電話　 0853−20−2083

　 　 　 　 　 　 E-mail　 msa-daigakuin@of fice.shimane-u.ac.jp

⑷　 出 願 書 類 等

区　 　 分 出　 　 願　 　 期　 　 間

第１ 次募集

令和６ 年８ 月19日（ 月）から 令和６ 年８ 月23日（ 金）まで。

窓口受付は９ 時から 17時まで。  

なお， 郵送による場合も ８ 月23日（ 金）必着と し ます。

第２ 次募集

令和６ 年12月16日（ 月）から 令和６ 年12月20日（ 金）まで。

窓口受付は９ 時から 17時まで。  

なお， 郵送による場合も 12月20日（ 金）必着と し ます。

https://www.shimane-u.ac.jp
mailto:msa-daigakuin@office.shimane-u.ac.jp
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23日（ 金）， 第２ 次募集： 令和６ 年 12月９ 日（ 月）～令和６ 年 12月20日（ 金））

の窓口取扱時間内（ 15時00分まで） に同用紙にて， 入学検定料3 0 ,0 0 0 円を

振り 込んでく ださ い。（ A T M （ 現金自動預払機） は使用し ないでく ださ い。）

振込手続後， 窓口で返却さ れた「 Ⅲ票 振込金証明書（ 島根大学提出用）」 を

同封し てく ださ い。

　 特例措置により 検定料免除を 許可さ れた場合は， 不要です。

　 なお， 以下の場合以外は， 納入さ れた入学検定料は， いかなる 理由があっ

ても 返還する こ と ができ ません。

①出願書類等を 提出し たが受理さ れなかっ た場合

　 該当者に連絡し ますので， 所定の期日までに手続を 行っ てく ださ い。

②入学検定料を 振り 込んだが， 島根大学に出願し なかっ た場合

③入学検定料を 誤っ て二重に振り 込んだ場合

　 上記②及び③については， 本人の申出によ っ て納入さ れた入学検定料を 返

還する こ と ができ ま すので， 第１ 次募集： ８ 月 30日（ 金）， 第２ 次募集： 12

月 27 日（ 金）ま でに財務部経理・ 調達課出納担当（ 電話 0852－32－6029） へ

連絡（ 土曜日， 日曜日を 除く ９ 時から 17時までの間） し てく ださ い。

　 なお，返還の手続を 行う 際に「 Ⅱ票 振込金受取書（ 志願者保管）」 及び「 Ⅲ

票 振込金証明書（ 島根大学提出用）」 が必要と なり ますので， 大切に保管し

ておいてく ださ い。 こ れら の書類がないと 振込事実の確認ができ ず， 返還が

でき ないこ と があり ます。

⑧
返 信 用 封 筒

（ 受 験 票 送 付 用 ）

　 本要項添付の返信用封筒に郵便番号， 住所， 氏名を 明記し ， 514円分の切

手を 貼付し てく ださ い。

　 ※郵便料金は変更になる こ と があり ます。

⑨
あ て 名 票

（ 合格通知書送付用）
　 本学から の通知が確実に届く 郵便番号， 住所， 氏名を 記入し てく ださ い。

⑩ 免 許 証 の 写 し
　 看護師， 保健師， 助産師の免許証の写し を Ａ ４ サイ ズに縮小し て提出し て

く ださ い。

⑪ 在 職 期 間 証 明 書
　 適宜の様式で， 在職時の職名， 在職期間を 証明でき る 書類を 提出し てく だ

さ い。

⑫ 受 験 許 可 書
　 現在在職中の者は， 所属長の受験許可書（ 様式自由） を 必ず提出し てく だ

さ い。

⑬ 「 在留カ ード 」 の写し 　 外国人の志願者は，「 在留カ ード 」 の写し を 提出し てく ださ い。

（ 注意）

①　 いっ たん受理し た出願書類等は， いかなる理由があっ ても 返還し ません。

②　 出願書類に不備がある場合は， 受理でき ません。

③　 その他不明な点があれば前記（ 3） の「 出願書類等提出及び照会先」 へ問い合わせてく ださ い。

⑸　 障がい等を有する志願者と の事前相談について

　 本学大学院に入学を 志願する 者で， 障がい等（ 視覚障がい， 聴覚障がい， 肢体不自由， 病弱，

発達障がい， その他の障がい等） があり ， 受験上及び修学上特別な配慮を 必要と する 場合は， 出

願受付開始日の３ 週間前までに前記（ 3）の「 出願書類等提出及び照会先」 に相談し てく ださ い。



－ 8 －

５ 　 入　 試　 方　 法

⑴　 選　 抜　 方　 法

　 専門領域問題（ 志望するコ ース），口述試験（ 面接） 及び提出書類の審査を 総合し て判定し ます。

⑵　 試験日程及び試験場

⑶　 試 験 科 目 等

　（ 備考）

　 口述試験は， 志望するコ ースについて行います。

⑷　 配　 　 　 　 点

６ 　 合　 格　 者　 発　 表

　 合格者本人には, 合格通知書を 郵送し ます。

　 なお， 電話等によ る合否の照会には応じ ません。

　 また， 本学ホームページに合格者の受験番号を 速報と し て掲載し ますが， 正規には通知書にて確認し て

く ださ い。

　 ホームページアド レ ス　 https://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/

専門領域問題 口述試験

２ ０ ０ 点
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ による

４ 段階評価

区　 　 　 分 試　 験　 日　 程 試　 験　 場

第１ 次募集 令和６ 年10月11日（ 金） 島根大学医学部

（ 出雲キャ ンパス）第２ 次募集 令和７ 年１ 月31日（ 金）

試験科目等 試験時間

専 門 領 域 問 題 1３ ： ３０ ～1４ ： ３０

口　 述　 試　 験 1６ ： １５ ～

区　 　 分 発　 表　 日　 時

第１ 次募集 令和６ 年11月11日（ 月）　 11時

第２ 次募集 令和７ 年３ 月７ 日（ 金）　 11時

https://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/
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一 般 入 試

　 一般入試は， ２ 回（ 第１ 次募集は10月， 第２ 次募集は１ 月） 行います。

１ 　 募　 集　 人　 員

　 看護学専攻博士前期課程　 12人（ 若干人）

　【 注１ 】 募集人員には， 社会人推薦入試を 含みます。

　【 注２ 】（ 　 ） 内は， 第2次募集の募集人員で内数です。

２ 　 募集する教育研究コ ース

コ 　 ー　 ス

看 護 援 助 学 コ ー ス

看 護 管 理 学 コ ー ス

地 域 ・ 在 宅 看 護 学 コ ー ス

母 子 看 護 学 コ ー ス

が ん ・ 成 人 看 護 学 コ ー ス

高 齢 者 看 護 学 コ ー ス

老 人 看 護 Ｃ Ｎ Ｓ コ ー ス

助 　 産 　 学 　 コ 　 ー 　 ス

　 　 助産学コ ースは最大3名

３ 　 出　 願　 資　 格

⑴　 一 般 入 試

　 次の各号のいずれかに該当する者と し ます。

（ 令和７ 年３ 月末日までに該当する見込みの者を含む。）

①　 大学を 卒業し た者 

②　 学校教育法第104条第７ 項の規定により 学士の学位を 授与さ れた者

③　 外国において， 学校教育における16年の課程を修了し た者

④　 外国の学校が行う 通信教育における 授業科目を わが国において履修する こ と によ り， 当該外国

の学校教育における16年の課程を修了し た者

⑤　 我が国において， 外国の大学の課程（ その修了者が当該外国の学校教育における 16年の課程を

修了し たと さ れるも のに限る 。） を 有するも のと し て当該外国の学校教育制度において位置づけら

れた教育施設であっ て， 文部科学大臣が別に指定するも のの当該課程を修了し た者

⑤の２ 　 外国の大学その他の外国の学校（ その教育研究活動等の総合的な状況について， 当該外国

の政府又は関係機関の認証を 受けた者によ る 評価を 受けたも の又はこ れに準ずる も のと し て文部

科学大臣が別に指定するも のに限る 。） において， 修業年限が３ 年以上である課程を修了するこ と

（ 当該外国の学校が行う 通信教育における 授業科目を 我が国において履修する こ と によ り 当該課

程を 修了する こ と 及び当該外国の学校教育制度において位置付けら れた教育施設であっ て前号の

指定を 受けたも のにおいて課程を 修了するこ と を 含む。） により ， 学士の学位に相当する学位を 授

与さ れた者
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⑥　 専修学校の専門課程（ 修業年限が４ 年以上である こ と その他の文部科学大臣が定める 基準を 満

たす者に限る。） で文部科学大臣が別に指定し たも のを 文部科学大臣が定める日以後に修了し た者

⑦　 文部科学大臣の指定し た者（ 昭和28年２ 月７ 日文部省告示第５ 号）

⑧　 学校教育法第102条第２ 項の規定により 大学院に入学し た者であっ て， 本学において認定試験を

行い， 本学大学院における教育を 受けるにふさ わし い学力があると 認めた者

⑨　 本学大学院において， 個別の入学資格審査によ り ， 大学を 卒業し た者と 同等以上の学力がある

と 認めた者で， 22歳に達し た者

【 例】（ 令和７ 年３ 月末日までに修了見込みの者を含む。）

１ ） 保健医療福祉機関等での実務経験が３ 年以上あり ， 研究発表等の実績がある者

２ ） 自治体， 看護協会， 学術団体， 大学等が主催する 看護分野の研修・ 講習会の受講時間の合

算が150時間程度または25日程度ある者

３ ） 認定看護管理者教育課程フ ァ ースト レ ベルを 修了し た者

４ ） 訪問看護師養成講習会を 受講し た者

５ ） 実習指導者養成講習会を 受講し た者

６ ） 看護学校看護教員養成研修の課程を 修了し た者

７ ） 認定看護師の養成課程を 修了し た者

８ ） 保健師・ 助産師・ 養護教諭の養成課程を修了し た者

（ 注意） 上記⑧， ⑨によ っ て出願し よ う と する 者は， 事前に出願資格審査の説明を 行いますので，

第１ 次募集： 令和６ 年８ 月２ 日（ 金）， 第２ 次募集： 令和６ 年11月20日（ 水）までに医学部事

務部学務課大学院担当に相談し てく ださ い。

⑵　 助産学コ ースに係る入試

　 前記⑴の各号のいずれかに該当し ， かつ， 看護師免許を 有し ， 又は看護師免許取得見込みの者

で学業に専念でき る 者（ ただし ， 看護師国家試験不合格の者は， 本入学試験合格者であっ ても 入

学するこ と はでき ません。）

４ 　 出　 願　 手　 続

⑴　 出 願 受 付 期 間

⑵　 出 願 方 法

　 出願書類は一括し て提出し てく ださ い。 郵送の場合は, 必ず本学所定の封筒を 用い， 特定記録郵

便によっ て提出し てく ださ い。  

　 なお， 出願に際し ては， あら かじ め志望するコ ースの担当教員に照会の上， 出願し てく ださ い。

区　 　 分 出　 　 願　 　 期　 　 間

第１ 次募集

令和６ 年８ 月19日（ 月）から ８ 月23日（ 金）まで。

窓口受付は９ 時から 17時まで。  

なお， 郵送による場合も ８ 月23日（ 金）必着と し ます。

第２ 次募集

令和６ 年12月16日（ 月）から 令和６ 年12月20日（ 金）まで。

窓口受付は９ 時から 17時まで。  

なお， 郵送による場合も 12月20日（ 金）必着と し ます。



－ 11 －

⑶　 出願書類等提出及び照会先

〒693−8501　 出雲市塩冶町89−1

　 　 　 　 　 　 島根大学医学部事務部学務課大学院担当（ 出雲キャ ンパス）

　 　 　 　 　 　 電話　 0853−20−2083

　 　 　 　 　 　 E-mail　 msa-daigakuin@of fice.shimane-u.ac.jp

⑷　 出 願 書 類 等

提出書類 摘　 　 　 　 　 　 　 　 要

① 入 学 志 願 票 　 本要項添付の用紙に記入し てく ださ い。

② 受 験 票・ 写 真 票
　 本要項添付の用紙にそれぞれ氏名を 記入の上， 写真（ 上半身， 無帽， 正面

向き と し ，出願前３ か月以内に撮影し たも の） を 所定欄に貼付し てく ださ い。

③ 成 績 証 明 書

　 大学等の成績証明書で， 出身大学（ 学部） 等の長が作成し 厳封し たも のと

し ます。 本学を 卒業し た者及び 令和７ 年３ 月卒業見込みの者は， 本学部内で

発行手続を 行いますので提出を 要し ません。

④ 卒 業 証 明 書 等

　 大学等の卒業証明書で， 出身大学（ 学部） 等の長が作成し 厳封し たも のと

し ます。 本学を 卒業し た者及び令和７ 年３ 月卒業見込みの者は， 本学部内で

発行手続を 行いますので提出を 要し ません。

　 なお， 令和７ 年３ 月大学卒業（ 又は専攻科修了） 見込みの者は， 卒業（ 又

は修了） 見込証明書と し ます。

⑤ 研 究 志 望 書
　 看護研究のテーマ， 目的， 動機， 内容について， 本要項添付の用紙によ り

作成し てく ださ い。

⑥
入 学 検 定 料

振 込 金 証 明 書

入学検定料 30,000円

※災害等によ り 入学検定料免除の特例措置を 希望さ れる 方は， 事前に申請が

必要と な り ま すので， 本学ホームページ（ https://www.shimane-u.ac.jp） の

「 入試情報」 →「 お知ら せ」 →「 入学検定料免除について」 を ご 確認く だ

さ い。

　 令和７ 年度島根大学「 入学検定料」 振込依頼書等用紙の所定欄に必要事項

を 記入し ， 銀行・ 信用金庫・ 農協等の金融機関（ ゆう ち ょ 銀行・ 郵便局を 利

用さ れる 場合は，「 通帳及び印鑑」 が必要です。 現金によ る 振込はでき ませ

ん。） で， 取扱期間中（ 第１ 次募集： 令和６ 年８ 月13日（ 火）～令和６ 年８ 月

23日（ 金）， 第２ 次募集： 令和６ 年 12月９ 日（ 月）～令和６ 年 12月 20日（ 金））

の窓口取扱時間内（ 15時00分まで） に同用紙にて， 入学検定料3 0 ,0 0 0 円を

振り 込んでく ださ い。（ A T M （ 現金自動預払機） は使用し ないでく ださ い。）

振込手続後， 窓口で返却さ れた「 Ⅲ票 振込金証明書（ 島根大学提出用）」 を

同封し てく ださ い。

　 特例措置によ り 検定料免除を 許可さ れた場合は， 不要です。

　 なお， 以下の場合以外は， 納入さ れた入学検定料は， いかなる 理由があっ

ても 返還するこ と ができ ません。

　 ①出願書類等を 提出し たが受理さ れなかっ た場合

　 　 該当者に連絡し ますので， 所定の期日までに手続を 行っ てく ださ い。

　 ②入学検定料を 振り 込んだが， 島根大学に出願し なかっ た場合

　 ③入学検定料を 誤っ て二重に振り 込んだ場合

　 上記②及び③については， 本人の申出によ っ て納入さ れた入学検定料を 返

還する こ と ができ ま すので， 第１ 次募集： ８ 月 30日（ 金）， 第２ 次募集： 12

月 27日（ 金）ま でに財務部経理・ 調達課出納担当（ 電話 0852－32－6029） へ

連絡（ 土曜日， 日曜日を 除く ９ 時から 17時までの間） し てく ださ い。

　 なお，返還の手続を 行う 際に「 Ⅱ票　 振込金受取書（ 志願者保管）」 及び「 Ⅲ

票　 振込金証明書（ 島根大学提出用）」 が必要と なり ま すので， 大切に保管

し ておいてく ださ い。 こ れら の書類がないと 振込事実の確認ができ ず， 返還

ができ ないこ と があり ます。

mailto:msa-daigakuin@office.shimane-u.ac.jp
https://www.shimane-u.ac.jp
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⑦
返 信 用 封 筒

（ 受 験 票 送 付 用 ）

　 本要項添付の返信用封筒に郵便番号， 住所， 氏名を 明記し ， 514円分の切

手を 貼付し てく ださ い。

　 ※郵便料金は変更になる こ と があり ます。

⑧
あ て 名 票

（ 合格通知書送付用）
　 本学から の通知が確実に届く 郵便番号， 住所， 氏名を 記入し てく ださ い。

⑨ 受 験 許 可 書
　 現在在職中の者は， 所属長の受験許可書（ 様式自由） を 必ず提出し てく だ

さ い。

⑩ 「 在留カ ード 」 の写し 　 外国人の志願者は，「 在留カ ード 」 の写し を 提出し てく ださ い。

（ 注意）

①　 いっ たん受理し た出願書類等は， いかなる理由があっ ても 返還し ません。

②　 出願書類に不備がある場合は， 受理でき ません。

③　 その他不明な点があれば前記⑶の「 出願書類等提出及び照会先」 へ問い合わせてく ださ い。

⑸　 障がい等を有する志願者と の事前相談について

　 本学大学院に入学を 志願する 者で， 障がい等（ 視覚障がい， 聴覚障がい， 肢体不自由， 病弱，

発達障がい， その他の障がい等） があり ， 受験上及び修学上特別な配慮を 必要と する 場合は， 出

願受付開始日の３ 週間前までに前記⑶の「 出願書類等提出及び照会先」 に相談し てく ださ い。

５ 　 入　 試　 方　 法

⑴　 選　 抜　 方　 法

　 筆記試験（ 専門領域問題， 英語）， 口述試験（ 面接） 及び提出書類の審査を 総合し て判定し ます。

⑵　 試験日程及び試験場

⑶　 試 験 科 目 等

（ 備考）

①　 英語の試験時間において， 一般的な語学用辞書（ 医学専門辞書及び電子辞書は不可） の持込

みを 許可し ます。

②　 口述試験は， 志望するコ ースについて行います。

⑷　 配　 　 　 　 点

区　 　 　 分 試　 験　 日　 程 試　 験　 場

第１ 次募集 令和６ 年10月11日（ 金） 島根大学医学部

（ 出雲キャ ンパス）第２ 次募集 令和７ 年１ 月 31 日（ 金）

試験科目等 試験時間

専 門 領 域 問 題 1３ ： ３０ ～1４ ： ３０

英 　 　 　 　 　 語 1４ ： ４５ ～1５ ： ４５

口　 述　 試　 験 1６ ： １５ ～

専門領域問題 英語 口述試験

１ ０ ０ 点 １ ０ ０ 点
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ による

４ 段階評価
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６ 　 合 格 者 発 表

　 合格者本人には， 合格通知書を 郵送し ます。

　 なお， 電話等による合否の照会には応じ ません。

　 また， 本学ホームページに合格者の受験番号を 速報と し て掲載し ますが， 正規には通知書にて確

認し てく ださ い。

　 ホームページアド レス　 https://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/

区　 　 分 発　 表　 日　 時

第１ 次募集 令和６ 年11月11日（ 月）　 11時

第２ 次募集 令和７ 年３ 月７ 日（ 金）　 11時

https://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/
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共　 通　 事　 項

１ 　 入　 学　 手　 続

　 合格者は， 入学手続期間に入学手続書類等を 持参の上， 入学手続を 行っ てく ださ い。 詳細につい

ては， 合格通知書送付の際に連絡し ます。

　 なお， 助産学コ ース合格者は， 入学手続き を 完了し た者であっ ても ， 看護師国家試験に不合格で

あっ た場合は入学許可を 取り 消し ます。

⑴　 入学手続期間

　 令和７ 年３ 月７ 日（ 金）～令和７ 年３ 月13日（ 木）　 ９ 時から 17時まで

⑵　 入学手続場所

　 島根大学医学部事務部学務課大学院担当（ 出雲キャ ンパス）

⑶　 入学料及び授業料

①　 入学料　 　 　 　 　 　 282,000円（ 予定額）

　【 注意事項】　 入学手続時までに入学料の改定が行われた場合は， 新入学料が適用さ れます。

②　 授業料： 授業料は， 入学後にお支払いただく こ と になり ます。

　（ 1） 授業料の額　（ 前期分） 267,900円　（ 後期分） 267,900円　【 年額】 535,800円

　（ 2） 授業料のお支払方法　

　 　 　 授業料のお支払は， 預貯金口座から の「 口座振替」 を 原則と し ています。

　【 注意事項】　 入学時及び在学中に改定が行われた場合は， 改定時から 新授業料が適用さ れます。

２ 　 入学者選抜試験成績の提供

　 入学者選抜試験成績を ， 次のと おり 提供し ます。

⑴　 提　 供　 内　 容

　 学力試験の得点

⑵　 申　 請　 期　 間

　 令和７ 年５ 月７ 日（ 水）～令和７ 年５ 月30日（ 金）

⑶　 申　 請　 方　 法

　 申請は， 医学部事務部学務課大学院担当へ直接来学又は郵送のいずれかの方法で行っ てく ださ い。

⑷　 申請時必要書類

①　 入試情報提供申請書（ 次のいずれかの方法により 取り 寄せてく ださ い。）

ア　 島根大学ホームページから 印刷し て使用し てく ださ い。

イ 　 医学部事務部学務課大学院担当へ直接来学し てく ださ い。

ウ　 郵送の場合は，返信用封筒（ 長形３ 号，12㎝×23.5㎝の大き さ のも のに84円分の切手を貼り ，

郵便番号， 住所， 氏名を明記し たも の） を 同封し ，「 入試情報提供申請書請求」 と 明記し たメ

モを 添えて申し 込んでく ださ い。 ※郵便料金は変更になるこ と があり ます。

②　 島根大学受験票　

③　 返信用封筒（ 長形３ 号， 12㎝×23.5㎝）（ 郵送の場合のみ）

　 封筒には， 必ず申請者本人の住所， 氏名， 郵便番号を 明記し ， 簡易書留分の切手（ 404円分）

を 貼っ てく ださ い。 ※郵便料金は変更になるこ と があり ます。
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⑸　 提供の決定通知

　 提供申請の結果は， 入試情報提供申請書の受理後30日以内に入試情報提供通知書により 通知し

ます。

⑹　 提 供 方 法

　 郵送又は申請者（ 受験者） 本人に直接文書を 交付するこ と により 提供し ます。 なお， 直接来学

する場合は， 本人であるこ と を証明でき る書類の提示が必要です。

⑺　 申請及び提供場所

　 〒693−8501　 出雲市塩冶町89−1

　 　 　 　 　 　 　 島根大学医学部事務部学務課大学院担当

　 　 　 　 　 　 　 電話　 0853−20−2083

３ 　 長 期 履 修 制 度

　 長期履修制度と は， 職業を 有し ている 人などで研究時間が十分に取れず標準の修業年限では修了

するこ と が困難な人が， 修業年限を超えて長期にわたっ て計画的に教育課程の履修を 行う 制度です。

⑴　 長期履修を申請するこ と ができ る人

①　 職業を有し ている人

②　 育児， 親族の介護等の特別の事情のある人

⑵　 長期履修の期間

　 長期履修が認めら れる期間は年単位で， 標準の修業年限の２ 倍の年数を 超えるこ と ができ ません。

　 ２ 年 → ３ 年又は４ 年

⑶　 授 業 料

　 授業料は， 通常の授業料の年額に標準修業年限を 乗じ た額を 長期履修期間の年数で除し た額を

毎年納入し ます。

（ 通常の年額授業料×２ 年） ÷（ ３ 年又は４ 年） ＝長期履修の年額授業料

例１ ） ３ 年の長期履修の場合　 535,800円×２ 年÷３ 年＝357,200円（ 年額）

例２ ） ４ 年の長期履修の場合　 535,800円×２ 年÷４ 年＝267,900円（ 年額）

⑷　 申 請 手 続

①　 申請時期： 入学手続期間内

②　 提出書類

　 ア． 長期履修申請書

　 イ ． 在職証明書（ 職業を 有し ている人）

　 ウ． その他大学院が必要と し て求める書類

⑸　 そ の 他

　 長期履修を 希望さ れる方は， 入学手続時に申し 出てく ださ い。

　 相談窓口

　 　 島根大学医学部事務部学務課大学院担当

　 　 〒693−8501　 出雲市塩冶町89−1

　 　 　 　 　 　 　 　 電話　 0853−20−2083

　 　 　 　 　 　 　 　 E-mail　 msa-daigakuin@ of fice.shimane-u.ac.jp

mailto:msa-daigakuin@office.shimane-u.ac.jp
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４ 　 入学料・ 授業料の免除及び徴収猶予制度

　 入学料については， 経済的理由によっ て納入が困難であり ， かつ学業優秀であると 認めら れる者，

ある いは特別の事情（ 入学前１ 年以内に， 入学する 者の学資負担者が死亡し ， 又は入学する 者若し

く は学資負担者が風水害等の被害を 受けた場合等） によ っ て納入が困難である と 認めら れる 者に対

し て， その全額又は半額が免除さ れる制度及び徴収を 猶予さ れる制度があり ます。

　 授業料についても ， 入学料と 同様な制度があり ます。  

５ 　 奨 学 金 制 度

【 日本学生支援機構奨学金】

　 学業成績， 人物と も に優れ， 経済的理由によ っ て修学困難な方には， 選考の上， 奨学金が貸与さ

れます。

　 令和６ 年度貸与月額

　 　 ■第一種奨学金（ 無利子）　  50,000円又は88,000円

　 　 ■第二種奨学金（ 有利子）　（ 年３ ％を上限と する利息付， 在学中は無利息） 

　 　 　 50,000円・ 80,000円・ 100,000円・ 130,000円・ 150,000円の５ 種類から 貸与額を選択

６ 　 学生教育研究災害傷害保険・ 学研災付帯賠償責任保険

　 教育研究活動中及び通学中等に傷害を 被っ た場合ある いは， 他人に対する 賠償責任が発生し た場

合の補償制度で， 医学部では学生全員が加入する保険です。

７ 　 教育訓練給付制度

　 老人看護CNSコ ースは令和６ 年度以降の入学生を 対象に， 厚生労働大臣指定の教育訓練給付講座

と し て認定さ れまし た。

　 教育訓練給付制度と は， 当該コ ースを 修了後に， 住所を 所轄する ハロ ーワーク に教育訓練給付金

の支給手続き を 行う こ と によ り 受講生本人が支払っ た経費の20％に相当する 額（ 上限10万円） が，

給付金と し て支給さ れる制度です。

◇教育訓練講座と し て認定さ れたコ ース

　 ・ 老人看護Ｃ Ｎ Ｓ コ ース

◇支給対象者 

　 教育訓練給付金の支給対象者（ 受給資格者） は， 次の①又は②のいずれかに該当する者です。  

　 ①雇用保険の一般被保険者

　 厚生労働大臣が指定し た教育訓練の受講開始日において， 雇用保険の一般被保険者である 者

のう ち， 支給要件期間が３ 年以上ある者。

　 ②雇用保険の一般被保険者であっ た方

　 受講開始日において一般被保険者でない者のう ち， 一般被保険者資格を 喪失し た日（ 離職日

の翌日） 以降， 受講開始日までが１ 年以内であり ， かつ支給要件期間が３ 年以上あっ た者。
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　 ※支給要件期間（ 被保険者であっ た期間）

　 失業保険を も ら える 期間を 計算する ために用いる 期間。 働いている 期間・ 年数のこ と 。 途中

で離職し ていた場合でも ， 離職日から １ 年以内に再び雇用保険の被保険者になっ た（ 就職し ，

働き 始めた） 場合には， それ以前の期間も 通算さ れる。

　 詳細は， ハローワーク にてお問い合わせく ださ い。

　 なお， 教育訓練給付制度についての詳細は， 厚生労働省のＨ Ｐ を ご確認く ださ い。

　 厚生労働省Ｈ Ｐ （ 教育訓練給付制度）

　 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/kyouiku.html

８ 　 個人情報の取扱い

　 入学志願者・ 受験者の個人情報については， 次のと おり 取り 扱います。

　 出願書類等に記載さ れた個人情報（ 氏名， 生年月日， 性別その他の個人情報等） は， 入学者選抜

及び合格通知並びに入学手続き を 行う ために利用し ます。

　 また， 同個人情報は， 合格者の入学後の教務関係（ 学籍， 修学指導等）， 学生支援関係（ 健康管理，

奨学金申請等）， 授業料等に関する業務及び調査・ 研究（ 入試の改善や志望動向の調査・ 分析等） を

行う 目的を も っ て本学が管理し ます。 他の目的での利用及び本学の関係教職員以外への提供は行い

ません。

　 島根大学における個人情報の取扱いについては下記のと おり です。

　 https://www.shimane-u.ac.jp/introduction/information/personal_data/personal_data02.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/kyouiku.html
https://www.shimane-u.ac.jp/introduction/information/personal_data/personal_data02.html
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入 学 案 内

１ 　 目　 　 的

　 本学看護学専攻博士前期課程は， 豊かな人間性と 幅広い視野を 基盤と し て科学的な視点から 看護学

の学識を教授研究し ， 卓越し た看護実践能力と 創造的な研究能力を持つ人材の育成を目的と し ます。

２ 　 修業年限 ･ 修了の要件， 学位

　 原則と し て２ 年以上在学し ， 所定の単位（ 30 単位以上） を 修得し ， かつ， 必要な研究指導を 受け

て修士論文を 提出し ， その審査に合格するこ と と し ます。 学位は， 修士（ 看護学） です。

３ 　 昼夜開講制・ 長期履修制度

　 社会人が職業を 継続し ながら 就学でき るよう ， 大学院設置基準第 14 条の規定を 活用し た「 昼夜開

講制」， 並びに ｢長期履修制度｣ を設けています。

４ 　 各コ ースの特色

　 看護学専攻は， 高度な実践者・ 教育者・ 研究者の育成のいずれにも 対応でき る よ う ， 看護援助学

コ ース， 看護管理学コ ース， 地域・ 在宅看護学コ ース， 母子看護学コ ース， がん・ 成人看護学コ ース，

高齢者看護学コ ース，がん看護 CNSコ ース，老人看護 CNSコ ース，助産学コ ースの９ コ ースを 設置し ，

専門必修科目・ 専門選択科目・ 基盤科目の三つの柱で教育課程を 構成し ています。

１ ） 看護援助学コ ース

　 現代及び将来を 見据えたヘルスケアシステムにおいて質の高い看護援助を 提供する ために， 看

護援助の理論と 科学的思考力を 獲得し ， 看護援助に関する 現象や看護技術の検証と 新たな看護援

助の開発を目指し た教育・ 研究を 行います。

２ ） 看護管理学コ ース

　 社会のヘルス ･ ニーズに対応し て， 最良の看護を 組織的に提供し ， 計画 ･ 組織化 ･ 支持 ･ 調整

･ 統制と いっ た諸活動を 展開する ために必要な看護管理の理論と 方法を 修得し ， 看護管理実践に

おける看護管理技術の検証と 更なる開発を めざし て教育・ 研究を行います。

　 こ のコ ースを 修了し て修士号を取得し ， かつ， 日本看護協会認定看護管理者規程第 21 条に定

める実務経験を 有する者は， 認定看護管理者認定審査の受験資格を得るこ と ができ ます。

３ ） 地域・ 在宅看護学コ ース

　 地域の地理的， 文化的， 社会的環境と 密接に関係する 人々の健康的な生活を 維持する ため， 個

人や家族， 学校， 職域及び集団を 対象と し て， 保健・ 医療・ 福祉の効果的・ 効率的連携を 可能に

する 看護と 方策について教育・ 研究を 行います。 また， 一般住民や在宅療養者の生活の質向上に

向けて， 専門的看護の実践における教育・ 研究を 行います。

４ ） 母子看護学コ ース

　 ラ イ フ サイ ク ルと 生涯発達の視点に立っ て， 母子関係や家族関係に関連する 理論を 学び， 様々

な健康状態にある 小児の特性， 妊産婦や子ども の健康問題に関する 最新の知見や母子保健施策を

通し て， 母子や家族の健全な発達を 支援する方策について教育・ 研究を行います。

５ ） がん・ 成人看護学コ ース

　 成人期を生きる視点から ， 生命， 生活及び健康にと っ て重大な課題であるがんや今日的な健康課

題・ 健康障害について理解を深め， 社会に生き 世代をつなぐ 成人期にある人への看護に関連し た理

論と 方法を学び， 患者・ 家族の QOL 向上をめざし た看護実践を探求する教育・ 研究を行います。
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６ ） 高齢者看護学コ ース

　 加齢によ る 変化や疾病・ 障害を 持つ高齢者の健康上の問題と 日常生活と の関係を アセスメ ント

し ， 健康的な老年期の生活を 維持でき る 看護の理論と 方法について学び， 高齢者や家族へのケア

を コ ーディ ネート するこ と のでき るマネジメ ント 能力やケア開発のための教育・ 研究を 行います。

７ ） 老人看護Ｃ Ｎ Ｓ コ ース

　 老人看護分野において， 総合的な判断力と 組織的な問題解決力を 持っ て活動し ， 老人看護実践

の発展に貢献でき る専門看護師（ CNS） の育成を目指し ます。

８ ） 助産学コ ース

　 自立し て正常な妊娠・ 分娩・ 産褥期のケアができ る 能力と 妊娠期から 分娩期， 子育て期まで継

続的に母子を 支援でき る 能力を 身につけ， 院内助産システムや助産院で活躍でき る 助産診断力・

実践力を も つ助産師を 育成し ます。 また， 臨床現場の問題・ 課題を 解決に導く 研究力を 培い， よ

り 質の高い助産ケアを 探究・ 創造でき る助産師の育成を 目指し ます。

５ 　 コ ース別指導教員（ 看護学特別研究及び看護学課題研究担当教員）： 令和７ 年度予定

コ ース 指導教員 研 究 テ ー マ

看 護 援 助 学 古賀　 美紀 教授

・ 看護実践の場における感染管理に関する 研究

・ 介護保険制度や介護予防に関する 研究

・ がん化学療法関連業務における曝露予防に関する研究

・ 看護実践及び教育の効果検証に関する 研究

看 護 管 理 学 津本　 優子 教授

・ 看護情報や情報システムに関する 研究

・ 看護職の人材育成・ 活用に関する 研究

・ 看護職の継続教育に関する 研究

地 域 ・ 在 宅 看 護 学 伊藤　 智子 教授

・ 高齢者の認知機能と 社会生活に関する 研究

・ 高齢者の認知機能と 生活習慣病に関する 研究

・ 介護予防に関する 研究

・ 地域包括ケアシステムに関する 研究

母 子 看 護 学 秋鹿　 都子 准教授

・ アレ ルギー疾患の子ども と 家族に関する 研究

・ スキン ケアに関する 研究

・ がん患者の子ども に関する 研究

・ 子ども と 家族の意思決定支援に関する 研究

が ん ・ 成 人 看 護 学 橋本　 龍樹 教授

・ 中枢神経系の組織形成と 成熟に関する 研究

・ 成人期の知的障がい者の生活習慣病予防と 体力維持

に関する研究

・ 人体発生学と 先天奇形に関する 研究

高 齢 者 看 護 学
原　 　 祥子 教授

加藤　 真紀 准教授

・ 老年期の自我発達支援に関する 研究

・ 高齢者看護ケアの開発

・ 高齢者看護ケアの質及びその評価に関する 研究

・ 在宅ケアシステムに関する 研究

・ 高齢者施設ケア及び訪問看護に関する 研究

・ 高齢者看護における 倫理的課題に関する 研究

・ エン ド オブラ イ フ ケアに関する 研究

老 人 看 護 C N S 原　 　 祥子 教授

助 　 産 　 学 未　 　 　 定

・ 子育て支援に関する 研究

・ 効果的な地域母子支援サービ スのあり 方に関する研究　 　 　

・ 看護ケアのアウト カ ム評価に関する研究

・ 母子家庭訪問事業の評価に関する 研究

６ 　 履　 修　 方　 法

　 老人看護 CNS コ ース・ 助産学コ ース専攻者以外は， 下記の修了要件を 満たすよう ，「 履修モデル」

より 必要と なる科目を履修し ます。
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区　 　 分 履　 修　 科　 目 単　 位　 数

専 門 必 修 科 目

専攻するコ ースの特論： ２ 単位

専攻するコ ースの演習： ２ 単位
看 護 学 特 別 研 究： ８ 単位

12単位

専 門 必 修 科 目
専 門 選 択 科 目

専攻するコ ース以外の特論及び
専門選択科目

10単位以上

基 盤 科 目 ８ 単位以上

合　 　 　 　 　 計 30単位以上

区　 　 分 履　 修　 科　 目 単　 位　 数

専 門 必 修 科 目

高齢者看護学特論： ２ 単位
高齢者看護学演習： ２ 単位

高齢者アセスメ ント 論： ２ 単位

老年高度看護実践論： ２ 単位
高齢者サポート システム論： １ 単位

老年慢性期ケア演習： ２ 単位
高齢者看護学実習Ⅰ： ６ 単位

高齢者看護学実習Ⅱ： ４ 単位
看 護 学 課 題 研 究： ４ 単位

25単位

専 門 必 修 科 目

専 門 選 択 科 目

専攻するコ ース以外の特論及び

専門選択科目
12単位以上

基 盤  科 目 ８ 単位以上

合　 　 　 　 　 計 45単位以上

区　 　 分 履　 修　 科　 目 単　 位　 数

専 門 必 修 科 目

助 産 学 特 論： ２ 単位

助 産 学 演 習： ２ 単位
生殖器病態生理学： １ 単位

助 産 薬 理 学： １ 単位
女性の健康教育学： ２ 単位

地 域 母 子 保 健 学： １ 単位

妊娠期助産診断・ 技術学： １ 単位
分娩期助産診断・ 技術学： ２ 単位

産褥・ 新生児期助産診断・ 技術学： ２ 単位
助 産 臨 床 推 論： １ 単位

助 産 管 理 学： ２ 単位

助産学実習Ⅰ・ Ⅱ： 11単位
地 域 助 産 学 実 習： ６ 単位

地 域 助 産 学 演 習： ３ 単位
看 護 学 課 題 研 究： ４ 単位

41単位

専 門 選 択 科 目 専門選択科目 12単位以上

基 盤  科 目 ８ 単位以上

合　 　 　 　 　 計 61単位以上

※老人看護 CNS コ ース

　 専門看護師教育課程（ 老年看護） と し て認定さ れています。 下記の修了要件を満たすよう ，別紙「 履

修モデル」 より 老人看護 CNS 受験資格に必要と なる科目を 履修し ます。

※助産学コ ース

　 下記の修了要件を 満たすよ う ， 別紙「 履修モデル」 よ り 助産師受験資格に必要と なる 科目を 履修

し ます。
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８ 　 授業科目の内容及び担当教員： 令和 6 年度実績

（ 1 ） 専門必修科目

授業科目名 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

看 護 援 助 学 特 論

　 現代及び将来を見据えたヘルスケアシステムや質の高い看護援

助を提供するために， 科学的根拠に基づく 実践の現実に向けて，

看護学及び関連学問領域の概念や理論の理解を深めます。 こ れ

らの概念や理解を踏まえて， 看護実践の場で発生している看護援

助の問題を批判的に分析し ， 解決していく ための研究方法につい

て思考します。

古　 賀　 美　 紀

内　 田　 宏　 美

看 護 援 助 学 演 習

　 看護援助における活動を理論的かつ実践的に進めていく ため

に必要な知識・ 技術の修得を目指します。 そのための基本となる

主体的研究態度と研究手法を身につけます。

古　 賀　 美　 紀

坂　 根　 可奈子

看 護 管 理 学 特 論

　 看護管理における課題の解決にあたっては， 保健医療そのも

のの知識のみならず， 心理学， 教育学， 社会学， 経営学などの

多岐にわたる学問領域の知見と 成果を活用することが求められて

います。 看護に関連する保健医療システムの現状と 問題点の特性

を理解し た上で， 関連する諸理論の枠組みを活用して看護管理上

の問題を批判的に分析し ， 関係する組織・ チームの調整・ 協働の

もと 解決していく ための基礎的能力の修得を育成します。

津　 本　 優　 子

内　 田　 宏　 美

看 護 管 理 学 演 習

　 看護管理における活動を， 理論的且つ実践的に進めていく ため

に必要な知識・ 技術の修得を目指します。 そのための基本となる，

主体的研究態度と研究手法を身につけます。

津　 本　 優　 子

地 域 ・ 在 宅

看 護 学 特 論

　 地域で暮らす人々の生活を支えるために地域看護の歴史的変遷

や地域看護の理論を 学び， 地域で生活する個人， 家族， 集団，

組織の健康課題を理解します。 特に， 生活弱者， 健康弱者の健

康課題とその支援方法について事例を通して学びます。 これらを

踏まえ， 地域看護の実践に必要な基礎的知識， 研究方法につい

て学びます。

伊　 藤　 智　 子

岡　 本　 玲　 子

母 子 看 護 学 特 論

　 ライフサイクルと 生涯発達の視点から， 子どもと 母親・ 家族が

抱える身体的， 心理社会的な問題を理解し ， QOL の向上ならび

に健全な発達を促すための支援について探求します。 そのために

関連する概念や理論， 母子保健・ 福祉の現状・ 課題について学

習します。

秋　 鹿　 都　 子

母 子 看 護 学 演 習

　 母子看護領域における先行研究の文献検討を通して自ら の研

究テーマを明確にし ， 実行可能な研究計画を作成します。 この過

程から基本的な研究能力の獲得をめざします。

秋　 鹿　 都　 子

高齢者看護学特論

　 複雑な健康問題をもつ高齢者とその家族に対して高度な看護

援助を展開するためには， 老年看護に関する基本的な概念や諸

理論に基づき， 加齢のプロセスで生じ る健康問題と 生活・ 人生へ

の影響について適切な判断と評価を行うことが求められています。

老年看護の基本的概念や理論を学び， それらを看護実践に活用

できる能力の開発を目指します。

原　 　 　 祥　 子

加　 藤　 真　 紀
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高齢者看護学演習

　 各自の関心領域における看護ケアの実施・ 参加観察・ 実験・ 調

査等を踏まえた実践的検討及び文献の批判的考察による理論的

検討を通して， 疾病や障害をもつ高齢者の生活に生起する現象の

探究， 保健・ 医療・ 福祉施設や在宅で生活する高齢者とその家

族への看護モデルの開発を目指し た研究方法を追究します。

原　 　 　 祥　 子

加　 藤　 真　 紀

竹　 田　 裕　 子

助 産 学 特 論

　 助産学の概念意義母子保健・ 医療・ 福祉政策看護政策の動

向女性子ども パート ナー家族がおかれている 社会的背景・ 状

況リ プロ ダク ティ ブ・ ヘルス／ラ イ ツ の現状と 課題について

学修し 助産師に期待さ れる 役割責務活動範囲について考察し

対象に必要な援助を追求でき る能力を 培います。

　 助産師と し て対象の尊厳と 権利を 尊重し た専門職的倫理を

理解し ， 助産師の責務と 規範を 学びます。

松　 浦　 志　 保

秋　 鹿　 都　 子

荒　 木　 も も 子

助 産 学 演 習

　 生涯発達看護学分野の看護・ 保健・ 医療・ 福祉の研究論文

のク リ ティ ーク を 行い女性や家族に関する 健康問題や課題解

決に向けた看護実践を 見出すためのプロ セスを 学びま す。 研

究テ ーマと それに適し た研究デザイ ン 研究計画を 検討し 課題

研究へと 連動さ せます。

松　 浦　 志　 保

助 産 学 実 習 Ⅰ

　 妊娠・ 分娩・ 産褥・ 新生児期の基礎的な助産実践を 科学的

根拠に基づいて実践でき る 能力と 正常から の逸脱を 予防する

ための助産診断力及び実践力を 修得し ます。 こ の過程を 通し

助産師の責務と 規範を 学びつつ助産師と し てのアイ デン ティ

ティ ーを 育みます。

松　 浦　 志　 保

日　 野　 佳菜恵

助 産 学 実 習 Ⅱ

　 ハイ リ スク 妊産褥婦と 胎児・ 新生児のも つ疾患・ リ スク 及

びその治療・ 管理について学び身体・ 心理・ 社会的側面から

統合的に対象を 理解する力と 助産実践力を 養います。

　 ハイ リ スク 児を 持つ親と その家族を 取り 巻く 社会環境や支

援など様々な問題について学び医療施設内外関連機関の多職

種と の連携・ 協働のあり 方包括的なケアについて探求でき る

力を 養います。 ハイ リ スク 母児へのケアや支援を 通し て助産

師の倫理的態度について考察を 深めます。

松　 浦　 志　 保

日　 野　 佳菜恵

地 域 助 産 学 実 習

　 地域母子保健活動について多角的な視点から 総合的に理解

し 母子保健事業と 医療・ 福祉と の連携・ 協働の実際を 理解し

ます。 また助産所での妊産褥婦及び新生児・ 乳児への助産実

践を 通し 妊娠期から 子育て期における 助産実践力の強化を 図

る と 共に助産所の管理運営を 実践的に学びます。 地域母子保

健活動における助産師の役割・ 働き 方について考察し ます。

橋　 本　 美　 幸

日　 野　 佳菜恵

地 域 助 産 学 演 習

　 地域の女性の健康問題と 課題を 明確化し その解決に向けた

対策事業について考える力と マネジメ ント 力を養います。

　 地域包括医療・ ケアシステ ムの中で助産師の責務と 役割を

理解し 医療保健福祉などの専門職と 連携・ 協働でき る 力を 養

います。

橋　 本　 美　 幸

加　 藤　 一　 朗

加　 藤　 真紀子

家　 中　 ふみ代

看 護 学 課 題 研 究

（ が ん 看 護 CNS）

　 がん看護実践上の課題を探究するため， がん看護学領域にお

ける研究動向を踏まえて自己の研究課題を明確化， 研究計画書

を作成し ， 研究を実行します。 データ 収集・ 分析の過程を通じ て

研究手法に関する理解を深めると共に論旨一貫性のある研究論文

を作成します。

原　 　 　 祥　 子
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（ 2 ） 専門選択科目

授業科目名 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

リスクマネジメント 論

　 医療安全管理体制の整備が診療報酬システム上でも制度化さ

れ， 医療リスクマネジメント を推進するための基盤は一応整ったと

いえます。 しかし ， 高度化・ 複雑化する医療におけるリスクは増大

し 続けており， リスクマネジメント の効果的な展開のための理論

的方法を構築する必要に迫られています。 本科目では， 臨床現場

の医療安全推進者に照準を当て， 組織横断的なネット ワークを基

盤とし たリスクマネジメント の理論的な方法に重点を置いて学習し

ます。

津　 本　 優　 子

内　 田　 宏　 美

川　 上　 利　 枝

看 護 人 材 育 成 論

　 専門職としての生涯学習の観点から， 看護基礎教育の基盤の

上に看護実践能力を効果的に発展さ せるための看護継続教育の

考え方と方法を， 理論的根拠に基づいて学習します。 さらに， 実

際の教育計画を批判的に分析し ， 改善策を検討することを通して，

人材育成と 活用に必要な洞察力や判断力， 問題解決能力を養い

ます。

津　 本　 優　 子

任　 　 　 和　 子

看 護 情 報 管 理 論

　 看護実践における情報収集・ 処理， 問題の選択・ 抽出， 優先

順位の決定， 実施， 評価と いう 基本過程に十分な検討を加え，

地域社会， 在宅日常生活における， 地理的， 時間的， 空間的事

象をつなぐ 情報特性を用いた連携， 継続， システム構築において

の理論， 手技を看護基礎科学分野の一部として位置づけ， 教授

します。

津　 本　 優　 子

石　 垣　 恭　 子

保健医療福祉政策論

　 看護管理者，CNS や大学院修了者などの高度看護実践者には，

社会のヘルスニーズに対して看護の仕事の仕組みを自ら 変革し ，

創造していく 能力， 保健医療福祉等の関連サービスに携わる人々

と 連携・協働して活動する実践能力が求められています。さらには，

問題の本質的解決のために必要な施策を提示し ， 制度化に繋い

でいく マネジメント 能力が求められています。

　 少子高齢化社会のヘルスニーズに対応する保健医療福祉システ

ムとその基盤となる制度・ 政策の動向と 課題を踏まえて， 現状を

分析し ， 改善・ 改革すべき問題に焦点を当て， 未来の医療・ 保健・

福祉・ 看護等について考察する能力を習得します。

伊　 藤　 智　 子

村　 下　 　 　 伯

榊　 原　 　 　 文

看 護 学 課 題 研 究

（ 助 産 学 ）

　 女性， 子ども， 家族の性と 生殖に関する健康と 権利に関する問

題や課題を見出し ， これらを理解する助産実践の方法や対策につ

いて探求します。 このプロセスを修士論文として作成します。

松　 浦　 志　 保

看 護 学 特 別 研 究

　 特論・ 演習及び専門科目で学んだこ と を 基盤に， 各専門領

域の看護学に関する 研究課題を 見いだし ， その課題を 解決す

る ために最適な方法を 検討し ， 研究計画を 立案し ， データ 収

集及び結果をまと め， 修士論文を作成し ます。

古　 賀　 美　 紀

津　 本　 優　 子

伊　 藤　 智　 子

秋　 鹿　 都　 子

橋　 本　 龍　 樹

原　 　 　 祥　 子

加　 藤　 真　 紀

松　 浦　 志　 保
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老 年 疾 患 治 療 論

　 老年期に発生頻度の高い疾患や症候群について， 高齢者の

生体反応の病態生理なら びに臨床的なアセスメ ン ト の方法論

と 最新の治療を 学び， 科学的根拠に基づく 看護実践能力の修

得を 目指し ます。

橋　 本　 龍　 樹

田　 邊　 一　 明

礒　 部　 　 　 威

長　 井　 　 　 篤

内　 尾　 祐　 司

馬　 庭　 壮　 吉

蓼　 沼　 　 　 拓

山　 崎　 　 　 修

和　 田　 耕一郎

岡　 　 　 明　 彦

川　 島　 耕　 作

管　 野　 貴　 浩

長　 濱　 道　 治

大　 朏　 孝　 治

認 知 症 看 護 論

　 認知症高齢者と その家族の生活環境や生活活動の調整， 家

族関係の調整のための具体的援助， それら に関する 看護職へ

の教育， 看護職を 含むケア提供者に対する 相談， 保健医療福

祉ニーズのケア調整， 倫理的課題への調整の機能を 果たすこ

と のでき る能力を 開発し ます。

原　 　 　 祥　 子

浦　 上　 克　 哉

空　 先　 育　 子

（ 3 ） 基盤科目

授業科目名 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

家 族 看 護 援 助 論

　 看護学における家族を 理解し 実践するための概念や諸理論，

研究動向を学び， 看護の対象としての家族について理解を深め探

求します。 さまざまな状況にある家族に対して包括的な支援が提

供できるよう， 家族の持てる力の促進を目指し たエビデンスに基づ

く 看護援助を探求します。

矢　 田　 昭　 子

鈴　 木　 志津枝

看 護 理 論

　 実践の科学である看護学の基礎をつく るものは理論です。 看

護現象を説明し 理論を生成すること ， 理論を実践に活用してその

妥当性を検証すること ， この繰り 返し によって看護は看護学とし

て発展し ， 社会の健康ニーズに応え得る質の高い看護を展開する

こと ができます。 CNS をはじ めとする大学院修了者には， 高度看

護実践者として， 理論に基づいた専門性の高い看護を実践するこ

とによって， 看護の成果を社会の人々や保健医療チームのメンバー

に示し ， 看護の発展に寄与することが期待されています。

　 本科目では， 看護理論に関する基本的知識， 及び看護実践へ

の理論の活用方法とその効果の評価方法について学習し ， 理論

と実践の融合し た質の高い看護サービスを提供するために必要な

論理的思考力と実践力を高めます。

古　 賀　 美　 紀
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看 護 倫 理

　 看護倫理の中心課題は， 現代の保健医療システムの中でケア

はいかにあるべきかを探ることであり， 専門職の責務として倫理

的問題やジレンマを解決していく ための方法を探究することです。

CNS をはじ め大学院修了者には， 看護実践の場で現に発生して

いる， あるいは潜在的な倫理的問題に対して， メンバーが主体的

に対峙し ， 問題の本質を分析し ， より良い解決に向けて対策を講

じ ることができるよう，調整や支援を行うことが期待されています。

本科目では， 基盤となる倫理 ･ 哲学の思想， 生命倫理， 医療倫

理に関する基本的知識を学習して多面的なものの見方考え方を身

につけ， 看護実践 ･ 教育 ･ 研究 ･ 管理のあらゆる領域における倫

理的問題とは何かを判断します。 さらには， 現実的な問題の分析

と 対策の検討をと おして， 臨床における倫理的調整を図るための

問題解決力・ 調整力を養います。

加　 藤　 真　 紀

榊　 原　 　 　 文

内　 田　 宏　 美

荒　 木　 も も 子

コンサルテーショ ン論

　 人々の健康生活を 支える看護活動を 効果的に展開する には，

保健・ 医療・ 福祉の分野や組織の部門・ 部署を 超えて， 継続

的で柔軟なケアのネッ ト ワーク を 構築し ていく こ と が重要と

なり ます。 コ ン サルテーショ ン は， ケアのネッ ト ワーク 構築

を 推進する う えで重要な機能を 果たし ます。 CNS を はじ めと

する 大学院修了者には， 専門分野の高度な看護実践に関する

相談・ 支援活動を 展開する こ と はも と よ り ， ヘルスケア組織

全体の看護の質向上のために， 各機能間の協働と 連携の調整

者と し て， リ ーダーシッ プを 発揮する こ と が期待さ れていま

す。

　 本科目ではコ ン サルテーショ ン の理論と 方法について学習

し ， 看護職を はじ めと する 保健・ 医療・ 福祉領域の専門家に

対する相談・ 支援・ 調整活動を 行う ための実践能力を養います。

長　 田　 京　 子

古　 賀　 美　 紀

宇佐美　 し おり

鶴　 屋　 邦　 江

坂　 根　 可奈子

看護研究方法演習

　 看護実践の経験知を 可視化し ， 看護の学問的発展を 支える

のが看護研究です。 本科目では， 現実的な問題意識に端を 発

し て， その疑問や問題を 研究的に解明し 検証し ていく ための

科学的方法を 学びます。 CNS を はじ めと する 大学院修了者に

は， 高度な看護実践者と し て看護の質向上に寄与する こ と が

期待さ れています。 し たがっ て， 本科目での学習を 看護学特

別研究へと 繋ぐ こ と によ り ， 看護研究を 自律し て実施する 能

力， 研究の成果を 看護実践に活用し ， 評価する 能力の獲得を

目指し ます。

津　 本　 優　 子

古　 賀　 美　 紀

橋　 本　 龍　 樹

秋　 鹿　 都　 子

加　 藤　 真　 紀

坂　 根　 可奈子

担当教員の変更によっ て講義等の内容を 変更し ， 又は不開講と する場合があり ます。
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･･････････約６ 時間30分

･･････････約３ 時間50分

･･････････････約３ 時間

･･････････約４ 時間50分

･･････････約11時間20分

･･････････････約10時間

･･････････約５ 時間35分

･･････････約５ 時間50分

･･････････約５ 時間20分

･･････････････約４ 時間

･･････････････約３ 時間

･･････････････約９ 時間

Ｊ Ｒ 出雲市駅南口から 徒歩約25分
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建物配置図


